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はじめに

Q++ Studio (以下「Q++」)  は、ダイアリーグリッドの作成、およびグリッドの更新
 とカスタマイズを自動化するWindows  開発環境です。ダイアリーグリッドでは、情

 報ページ、顧客のマーク、ダイアリー関連データ、およびビジネスルールを組み合
わせて、QuarkXPress のファイル形式の完全なダイアリーを生成できます。
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Q++ は完成度の高い製品ですが、今でも進化し続けています。1997 年後半から利用
 され、さまざまなダイアリー市場で 6  億冊のダイアリーを生み出してきました。以

下に示す、現在利用されている出版業者の一覧にもあるとおり、あらゆる種類のダ
 イアリーで Q++ の優秀性が実証されています。
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概要
Q++ の概要には、次に示す必須の要素が含まれます。

 業界の専門知識の活用  : Q++ はダイアリー業界の専門家によって開発され、改良
 されてきました。 Q++  はダイアリー出版業者の製品に求められる機能の 99% を

備えており、詳細なパラメータの指定なしでこれらの機能を簡単に利用できま
  す。 ダイアリー業界の専門知識は既に Q++  に組み込まれています。 さらに

は、ダイアリー業界の専門家がトレーニングとサポートを行うという利点もあ
 ります。 Q++ は正にダイアリーのすべてと言えるのです。

 最高のサポート  : Q++ を使いやすくするために常に努力していますが、この製品
  は完全な機能を備えており、時にはそのユーザーマニュアル (27 ページ) に圧倒

 されることもあるでしょう。そのため、Q++ では、迅速かつきめ細やかにユー
 ザーのニーズに対応できる技術サポート (31 ページ)  を提供しています。 Q++ 

Studio  ユーザーは、これまで経験したことのないサポートを体験できます。
 定期的な更新  : ダイアリーの組版技術は進化を続けており、ますます複雑になっ

 ています。ダイアリー出版業者は、他社との差別化を図るために常に新しい機
 能を求めています。 このようなニーズに対応するため、Q++ ではユーザーの

 フィードバック (32 ページ)  に基づいた定期的な更新を最も重視しています。
 使いやすさ  : Q++  は、使いやすさ、マニュアル類の充実、ユーザーエラーに対

 する柔軟な対応、高速な処理が特長です。したがって、ユーザーは試行錯誤を
 繰り返しながら使い方を習得し、自分自身で新しい機能を体験できます。 Q++ 

 のすべての要素 (QuarkXPress ファイルを含む) は、Q++  のメインウィンドウか
らアクセスできるため、Windows  インターフェイスの操作に慣れていない Mac 
ユーザーでも簡単に操作できます。

 業界標準  :    ダイアリーグリッドと出力ダイアリーファイルは QuarkXPress ファ
  イル形式です。このため、ユーザーはデスクトップパブリッシングに関する既

存のスキルを活かしたり、新しいユーザーを獲得したりすることが容易になり
ます。つまり、QuarkXPress  のすべての機能 (フォント、カラー、ベースライン 
シフト、カーニング、グループ化、ロック機能など) を利用して、ダイアリー 

 グリッドを思いどおりに作成できます。 Q++ を使用してダイアリーの一部を自
動化できない場合は、Quark  で出力ファイルを開いて手動で変更できます (他の
製品のように、EPS ファイルを修正する必要はありません)。

 オブジェクト指向のデザイン  : Q++  でダイアリーを作成することは、レゴ ブ
 ロックの組み立てに似ています。ユーザーはダイアリーグリッド、言語、祝祭

 日を選択し、開始日と終了日、その他の詳細 (  祝祭日は第 2 の色にするなど) を
  定義します。次に Q++ は将来再利用するためにこの設定を保存し、ダイアリー

 を自動的に生成します。 Q++  の 3  つの主要コンポーネント (前述の図を参照) 
は、それぞれ個別に処理され、全体を通して再利用できるため、時間を無駄に
しません。

 オープン性  : 高いレベルで環境を統合しているにもかかわらず、Q++ では世界中
 の Q++  ユーザー (経験豊富なユーザーのコミュニティ) とリモートでデータを簡

 単にやりとりできます (31 ページ)  。 Q++ で管理するすべてのデータは簡単に 
MS-Excel  にエクスポートできるため、校正部門や編集部門 (21 ページ) に容易

 にデータを送ることができます。 QuarkXPress ファイルを使用すると、クライ
 アントが提供する情報ページや広告ページを直接 Q++ に取り込むことができま

す。

Q++ 環境
Q++  環境は全体的に統合されています。 Q++  のメインウィンドウで、ダイアリー 

 グリッドの作成と編集 (6 ページ)  、ダイアリー関連データの管理 (12 ページ)、およ
  びそのデータとカスタマイズオプションの結合 (8 ページ) などを実行して、ダイア

  リーファイルを生成 (6 ページ) できます。

 この統合によって、ファイルの検索や編集のために Windows ディレクトリを表示し
たり、個々のプログラムを起動したりする必要はなく、より生産的に作業を行うこ
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 とができます。初めて使用するユーザーの場合、グリッドや祝祭日リストの場所を
 覚える必要がないため、さらに時間を短縮できます。

このような統合環境により、秋の繁忙期に一時的な雇用者を容易に導入できます。 
  また、現代的で直感的なユーザーインターフェイス (27 ページ)  により Q++ の操作

を簡単に習得できます。

Q++ の統合された使いやすいインターフェイスでは、機能パレット全体がユーザー
の操作部分であり、システム内部の複雑な構造が表面に現れることはありません。

ダイアリーのレイアウト

  ダイアリーフォーマット (全体図)
Q++ では、最も一般的なダイアリー一式を生成できますが、以下に示すような複雑

  なタイプのダイアリーフォーマットもサポートしています。日単位のダイアリーグ
 リッド (6  ページに 7 日間)

  週単位のダイアリーグリッド (欧米スタイル)
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  月単位のダイアリーグリッド (複数月表示や、以下の緑のグリッドで示されたミニ
カレンダーのような移動可能な要素などを含む)

   

 さらに複雑な年単位のダイアリーグリッド

 上記のグリッドは、ユーザーのさまざまなサイトで Q++ によって完全に自動生成さ
れた実際のダイアリーです。

 ダイアリーの細部 (細部こそ重要)
前述のように、非定形、月単位、複数月単位、年単位などのフォーマットを含む、

 あらゆる種類のダイアリーグリッドを処理できるため、Q++ は今日存在するその他
  のソリューションとは一線を画します。

4 Q++ Studio - はじめに



ただし、グリッドの細部はエラーが最も発生しやすく、最も時間がかかる要素で
 す。 Q++ では、ダイアリーの非常に特有な細部であっても簡単に自動化できます。

  

平日の位置、組版、およびグラフィックの月単位での変更

月や年の変化に基づいた月数や年数の表記

週または月のタブ

      

 週または月替わりのグラフィック (聖書の引用や今日の名言  などの標語もリッチテ
キスト形式で使用できます)

 月の日数に応じたグラフィック (以下の例ではミニカレンダー) の移動。これらは 
Q++ の機能の一部でしかありません。
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Quark  のレイアウトの利用 (操作方法)
Q++   で生成されるダイアリー ファイルの日付部分はダイアリー レイアウトを含む  
QuarkXPress   ファイルからインポートします。ダイアリーテンプレートを初めて作

 成する場合は、前年のダイアリーの 2  ページを使用して約 2  ～ 3 時間で作成できま
す。

  

 その後、日付テキストをコードに置き換えることで、表示する情報 (日付、月、年、
祝祭日、月の満ち欠け)  を指定します。

これらのテンプレートは保存され、翌年にそのまま  再利用されます。作成の過程が
目で確認できるため、後で発生する変更も数分で済みます。

QuarkXPress をベースとする他のソリューション1と比べて、Q++ の利点はダイア

1 QuarkXPress をベースとするその他のソリューションでは、リンクされたテキストボックス
が必要です。このボックスの存在により、一度設定してしまうとテンプレートの変更が困難
になり、ダイアリーは数週間ごとに分割してファイル生成する必要があります。つまり、1 年
間のダイアリーを生成する場合は、5  ～ 10  個のファイルを作成することになります。また多

 くの場合、これらのソリューションでは X タグを使用して外部ファイルから情報をインポー
 トします。つまり、テンプレートの日付部分 (おそらく最も重要な部分) がテンプレートでは

 表示されないことになり、日付要素の数を変更すると、インポートされるテキストファイル
 でも変更が必要になり、結果的にそれぞれの異なるダイアリーテンプレートに対してデータ

をフォーマットする必要が生じます。
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  リーテンプレートのすべての要素を WYSIWYG  環境 (画面表示と印刷出力の完全一致) 
で確認することができ、出力イメージを想像しながら作業しないで済むことです。 

 さらにダイアリーテンプレートのすべての要素がお互いに独立しているため、各要
 素を変更することでダイアリーテンプレートが「崩壊」することがなくなり、使用

 されるデータ (言語、祝祭日など) も使用されるグリッドから完全に独立していま
す2。

ダイアリーの出力ファイルの生成
Q++    でダイアリーファイルを生成するには、使用するダイアリーグリッド (6 ペー
ジ)  、データ (12 ページ)  、および適用するオプション (8 ページ) を指定したスクリプ

 トを作成します。スクリプトの作成と変更は、Q++  のメインウィンドウで実行しま
  す。

 ダイアリー (6 ページ)  の複雑さと使用するハードウェア (「  各ユーザーワークステー
ションの場合」のページ) によって異なりますが、1 年分のダイアリーを生成するに
は、30  秒から 1   分かかります。最終的な出力ファイルは 1  つの QuarkXPress ファイ

 ルになったり、セクションまたは折丁ごとに 1  ファイルになったりします (23 ペー
ジ)  。また Q++  は自動的に出力ファイルを EPS 形式に変換できます。

  スクリプトは、スクリプト行で構成されます。レゴブロックの使い方と似ています
 が、ユーザーはさまざまな種類のスクリプト行 (  ダイアリー グリッド、空白ペー

ジ、情報ページ、顧客のマークなど) を追加して、出力ファイルで表示する順番にス
 クリプト行を並べ替えます。

   

スクリプト行のプロパティを表示したり、編集したりする場合は、スクリプト行を
 選択します。たとえば、ダイアリーのスクリプト行を選択すると、ユーザーはダイ

  アリーの開始日と終了日、使用するダイアリーグリッド、そのダイアリーグリッド
に適用するオプションを選択できます。

  スクリプトは、単にダイアリーグリッドを 52 週間繰り返すだけではありません。 
まず、すべての開始日と終了日は完全に変更することができ、スクリプトには複数

  のダイアリーグリッドを含めることができます。最も重要なことは、スクリプトは
 ダイアリー グリッド、情報ページ、顧客提供のマークなどを含む、最初のページ  

(糊付けされる空白ページの場合もあります) から最後のページまでのダイアリー全
 体を表しているということです。

スクリプトは、会社の製品ラインやルールの例外を制御する、すべてのビジネス 
 ルールを管理する優れたツールです。作業フォルダに付箋やメモを貼り付ける必要

  性がなくなります。ほとんどのダイアリーは 1  月 1 日の週から始まりますが、12 月 
15 日の週から始まる特定のダイアリーを覚えておくのに、人の記憶に頼る必要はあ

 りません。

2 Q++ は、テキストのオーバーフローを監視し、生成されたダイアリー内で発生したテキスト
のオーバーフローを知らせることで、ユーザーはオーバーフローを修正できます。
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 すべてのダイアリーのルールを Q++ に登録すれば、毎年ダイアリーを更新するとき
は、ダイアリーの年を変更するだけで済みます。ダイアリーは、移動可能な祝祭日

 を含め、指定したすべてのルールに従って再生成されます (15 ページ)。

ダイアリーのカスタマイズ

Q++ の現在のユーザーは、4  大陸 23 か国に広がっており、ユーザーが出版するすべ
てのダイアリーを自動的に生成することができます。また、Q++ を他のダイアリー
出版業者に紹介してきた過程においても、Q++ で自動化できないダイアリーはまだ

 見つかっていません。

 マクロ言語 (11 ページ)  の存在により、ユーザーは主体的に Q++ (32 ページ) を更新
 できるため、新規ユーザーのあらゆるニーズにすぐに対応できます。

Q++   のカスタマイズオプションは多岐にわたるため、ここでは 3 つのオプションに
 ついて簡単に紹介します。

ミニカレンダー
Q++  では、ミニカレンダーの完全プレビューやカスタマイズを実行できます。

ミニカレンダーは縦方向でも、横方向でも表示することができ、日曜始まりや表示
 を 5 週間に限定することも可能です。
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フォント属性は、現在の日付、期間、週、月ごとに変更できます。

日付属性では、祝祭日の表示、月の満ち欠け、または先月または翌月の日付を指定
 できます。当然ですが、ヘブライ暦やイスラム暦に合わせて、右から左へ日付を並

べることも可能です。

 

最後に、枠や背景色などのグラフィカル属性を使用して現在の週や月を強調表示で
きます。

上記のミニカレンダーの例は、機能が制限されていたり、あらかじめ設定されてい
 るものではありません。 これらのミニカレンダーとそのフォント属性は、

QuarkXPress  で自由に設定されたものです。

Q++ が行った処理は、コードを日付に置き換え、必要に応じてフォント属性を変更
することだけです。
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SARA
SARA (検索と置換のアルゴリズム) を使用すると、QuarkXPress で可能な検索/置換処

 理 (組版用に定義した処理を含む)  をスクリプトに組み込むことができます。これに
より、SARA ではダイアリーでよく行なわれる最終的な手作業の仕上げを自動化で
きます。

SARA の優れた性能と柔軟性により次の利点があります。

 SARA  はその他のビジネスルールと一緒にスクリプトに保存されるため、翌年
も再利用できます。

  それぞれの SARA をダイアリーの全ページに適用するか、特定のページに適用
するかを定義できます。

カスタマイズが構造的要素や日付関連の要素ではなく、組版の要素に基づいている
場合、SARA は不可欠です。

たとえば、Geiger 社の設定コレクションでは、見栄えを良くするために、各ページ
の最上部にある年数に使用されるゼロをアルファベットの「O」に置き換えられま

  す。この処理を標準オプションの 1 つとしてプログラミングしようとすると、その
 保守が難しくなります。なぜなら、現在の状況でゼロを O に置き換える必要がある

  のは、フォントサイズが 18 の場合に限られるからです。

                         

SARA を使用すると、このようなカスタマイズをスクリプトに簡単に組み込んで、
 毎年再利用することができます。
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 また SARA は、特定の  ダイアリーグリッドのスペースに収まらない祝祭日の名前を
  省略するためにも利用されます。そのダイアリーグリッドに対して特別な祝祭日リ

 ストを作成するよりも、そのダイアリーグリッドを使用するスクリプトの一部とし
て省略名を組み込む方が効率的です。

マクロ言語
Q++ マクロ言語は、複雑なニーズや非常に特殊なカスタマイズのニーズに適してい

 ます。 Word  または Excel のマクロ言語を使用したことのあるユーザーは、ホスト  
アプリケーションと統合されたマクロ言語の有効性を理解するでしょう。

Q++ マクロ言語の能力は強力であり、Q++ 内部で使用されるすべての機能をマクロ
 から呼び出すことができます。ユーザーは Q++  で実行できるすべての操作 (テキス

トの置換、組版の修正、網かけ、囲み、テキストボックスの削除など) を開始できま
す。

Q++ マクロはコンパイルされるため、第三者によって記述されたマクロも検証でき
ます。また、マクロはすべてのユーザーが利用できる環境で簡単に選択して再利用
できます。
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Q++    マクロコードエディタとマクロデバッガには、プロフェッショナルな言語向
 けのすべての機能 (構文の強調表示、統合されたヘルプ、統合されたコンパイラ、

メッセージ/  エラーとソース コードの特定の場所を結ぶ双方向リンク、条件の分岐
点、変数評価など) が備わっています。

 実際、マクロの記述はかなり複雑なため、ほとんどのマクロは技術サポート (31 
ページ)   によってユーザー向けに記述されています。マクロ機能と Q++ 内部へのア
クセス機能により、Q++ 導入の有効性は長期にわたって保障されます。

ダイアリー関連データ

Q++ で使用されるすべてのダイアリー関連データは、Q++ 内で編集したり管理した
りできます。

言語と翻訳
多言語のダイアリーは、Q++ で簡単に生成できます。単一言語のダイアリーとまっ

 たく同じ方法でコーディングを行うからです。スクリプトの言語の選択や変更は数
秒で実行できます。

特定の言語が他の言語よりも常に前に表示されることを回避するために、言語の表
 示順を変えることもできます。この機能は、ベルギー、カナダ、フィンランド、ス

ペイン、スイスなど、複数の言語コミュニティが存在する多言語国家に役立ちま
す。

Q++  では、言語は階層的に構成されています。たとえば、オーストリア人が話すド
 イツ語は、ドイツで話されているドイツ語とは微妙な違いがあります (特に、1 月と 

2 月の単語)  。 Q++ のデータベースでは、オーストリアのドイツ語はドイツ語のサブ
 セットとして扱われます。こうすることで、以下に示すとおり、ユーザーは 2 言語

の違いを指定するだけで済みます。
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この階層の利用は言語的差異だけに限りません。この機能は、次のような場合にも
非常に役立ちます。

  欧州 (  時刻は 0  ～ 24 時表記)  と米国 (  時刻は午前と午後に分けて 1  ～ 12 時表記) 
 で使用される言語の場合。 Q++ では、両方の市場向けに同じグリッドと言語を

 共有でき、ほとんど手間がかかりません (上記の例を参照)。
  市場またはクライアントが要求する特殊な用語がある場合。たとえば、顧客が
特定のダイアリーで「優先度」を「重要度」に置換することを希望している場

 合があります。元の言語からこの違いだけを加えた下位階層の言語を作成する
 ことで、ダイアリーテンプレートを変更せずに、将来利用するために変更を保

存することが簡単にできます。
Q++ の言語階層により、既存言語の再利用が促進され、再コピーのエラーを回避す
ることにも役立ちます。また、親言語へ変更すると関連するすべての言語に瞬時に

 反映されます。 Q++ ではギリシャ語、ポーランド語、ロシア語、などのさまざまな
言語を処理することができ、適切なキーボードがないユーザーのためにデータ入力

  ツールが備わっています。 現在、Q++  にはダイアリー関連単語の翻訳が 20 言語以
 上含まれています。ユーザーは簡単に言語を追加したり、既存の翻訳を変更したり

できます。

Q++ には、特定言語でテキストを表示する方法が複数あり、必要な言語を表示する
 オプションが備わっています。以下に示すとおり、大文字にアクセントを付けない

ように指定したり、言語で大文字を使用しないように指定したりできます。
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さらに一部のダイアリーでは、アクセントの付いた大文字は、上記のように複数の
 文字で表現するように指定できます。これはドイツとスカンジナビア地方で大文字

を表示するときの一般的な方法です。

欧州言語以外の言語
QuarkXPress では、中国語、韓国語、日本語、ヘブライ語、アラビア語などの言語で

 使用される Unicode フォントをネイティブで処理できませんが、Q++ にはアラビア
語、中国語、日本語でダイアリーを生成するために使用できるフォントと言語を処

 理する特別な機能があります。

ポーランド語、ロシア語、ギリシャ語など、適切なキーボードがない場合に使用す
るツールと同じものを使用して翻訳を直感的に入力できます。

Q++ のマルチバイト言語の処理機能には、以下に示す重要な利点が数多くありま
す。
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 Windows のバージョンまたは校正や印刷に使用するその他のソフトウェアとの
  間に互換性の問題がありません。それぞれのアジア言語版の QuarkXPress を購

入する必要がないため、大幅にコストを削減できます。
 生成した出力ファイルはクライアントや下請け業者と共有できるため、クライ

 アントや下請け業者が Unicode  バージョンの QuarkXPress を購入する必要はあり
ません。

これらの利点は、ダイアリーを主に西洋言語で編集しており、Unicode 言語を二次的
 に使用している現在の Q++ ユーザーにとっては十分だと言えます。

西洋以外の暦
 西洋以外の主な暦 (ヘブライ暦、イスラム暦、中国暦、コプト暦、バハイ暦、ヒン

ズー暦) の日付を西洋の伝統的なグレゴリオ暦の代わりに表示したり、並べて表示し
 たりできます (  アラビア暦と中国暦の例については 14 ページを参照)。

祝祭日と記念日
祝祭日の管理とその表示方法は多くのダイアリーで重要な要素であるため、Q++ に

 おいても非常に重要です。 祝祭日マネージャでは祝祭日を作成して、祝祭日の名
前、その祝祭日に関するその他のテキスト、グラフィックなどの要素を定義しま
す。

上記の例には、次のものが含まれます。

 祝祭日の名前には、組版の属性を追加で指定できます。
  祝祭日の名前にコードを使用して、条件に応じて名前を変更できます。上記の

 例では、毎年、名前が [dd] [mmm] コードによって変更され、この祝祭日のとき
 に実際の日付が反映されます (この場合は夏時間の開始日)。

 また特定の祝祭日に、テキストの代わりにグラフィックを表示できます。
 これらの要素と Q++ が備える多くの表示オプションを組み合わせて、ダイアリーの

 祝祭日をさまざまな表現方法で表示できます。以下はその例です。

               

祝祭日の管理方法で重要な点は、祝祭日が発生する日付を計算するルールとともに
祝祭日が保存されており、Q++  では実際の祝祭日を自動的に生成します。
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 既に Q++ には、北米や欧州の祝祭日を含む、70 か国以上の祝祭日のルールがデータ
ベースに収められており、祝祭日のルールを異なるタイプに分類する直感的なイン
ターフェイスでルールを簡単に追加できます。

固定された祝祭日:  これらの祝祭日は固定日 (1  月 1 日など、下記左) に基づいていま
 すが、固定日の前後の平日に基づいて変動させることもできます (Buƒΐ- und Bettag な

ど、下記右)。

変動する祝祭日:  これらの祝祭日は、特定の月の指定した (何番目かの) 曜日に基づい
 ています。以下の例は、Victoria Day (カナダ)  と Volkstrauertag (ドイツ) です。

イースター関連の祝祭日:  これらの祝祭日は、西方教会 (Good Friday、下記左) また
 は東方正教会 (下記右)   の日付に基づいています。 イースターの日付は 2400 年ま

 で、東方正教会の日付は 2200  年 2  月 28 日まで自動的に計算されます。

競合チェック:  他の祝祭日と同じ日になる場合、特定の祝祭日を移動 (または取り消
し)  できます。以下の例は、母の日 (フランス) と 27th in Advent (アングロサクソン教
会の日曜日) です。
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ユダヤ教の祝祭日 (以下はプリム祭) や、イスラム教の祝祭日 (年によっては同じ祝祭
日が複数回あります。たとえば、2000 年の Eid al F'tir など) は自動的に計算されま
す。

中国の祝祭日  は、太陰暦 (旧正月、下記左) または太陽暦 (清明節、下記右) に基づい
て自動的に計算されます。

Diwali や Pongal など、ヒンズー教の祝祭日 (太陽暦と太陰暦)。

仏教の祝祭日や東南アジアの祝祭日は、太陰太陽暦  のルールで予測されます (以下
は、スリランカの Essala Poya Day とシンガポールの Vesak)。
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シーク暦、ペルシャ暦、バハイ暦に基づく祝祭日も、Q++ Studio によって自動的に
 計算されます。日付を計算できない祝祭日やイベントの場合、または数日間にわた

 るイベント (オリンピックや  トレードフェアなど) の場合、Q++ Studio では任意の日
付や日付範囲として日付を指定できます。

最後に、祝祭日がわかっている場合は、Q++ の  祝祭日ルール ウィザードを使用し
 て、一致するすべてのルールをテストできます (上記の例を参照)。

世界祝祭日データベース
Q++ Studio とともにサンプルの世界祝
祭日データベースがインストールされ

 ますが、このデータベースには 230 を
超える世界の国と地域の、公的と法的
の祝祭日や銀行休業日が登録されてい
ます。

このデータベースは、必要に応じて 
Q++ と最新のデータベースを使用し
て、今後数年間の世界の祝祭日を計算

 できるように、複数のルール (「Good 
Friday=2 days before Easter」など) で構

 成されています。

祝祭日の日付を決定するルールは変化
 するため (一部の祝祭日の追加、削

除、名前変更など)、このデータベース
のルールは夏になると完全に見直さ
れ、保守契約の一環として夏の終わり
頃にこのデータベースの更新バージョ

 ンが提供されます。また修正プログラ
 ムは年間を通じてリリースされます。

Q++ Studio のユーザーはこれらの祝祭
日を「そのまま」自由に利用できま
す。また、このリストの変更や拡張 
(祝祭日の名前変更、祝祭日の追加また
は削除、新しい国の追加など) に必要

 なツールもすべて提供されます。
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顧客の標語/グラフィックおよび今日の名言
Q++ では、繰り返される｢今日の名言」、顧客の標語、グラフィックを簡単に表示で

 きます。 これらの標語を表示する頻度を変更できます。グラフィックは  
QuarkXPress と互換性のあるファイル形式がすべてサポートされます。

  特殊なインポートモジュールにより、顧客が提供する Excel シートのデータを簡単
にインポートできます。

月に関するデータ
 月の満ち欠け (現象の時刻を含む)、月の出、月の入り、月の動き、12 星座内での月

 の移動 (西洋暦とヒンズー暦) など、Q++ では月に関するあらゆるイベントの日時が
自動的に計算されます。

   

Q++ のデータベースに複数のソース地域を保持できます。数回クリックするだけ
で、異なる地域やタイムゾーンに基づいた月のデータを含むダイアリーを再生成で
きます。
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太陽に関するデータ
日の出、日の入り、夜明け、夕暮れ、冬至と夏至、日照時間、春分と秋分、季節、
12  星座の開始日時 (西洋暦とヒンズー暦) など、Q++ では太陽に関するあらゆるイベ
ントの日時が自動的に計算されます。

   

Q++ のデータベースに複数のソース地域を保持できます。数回クリックするだけ
で、異なる地域やタイムゾーンに基づいた太陽のデータを含むダイアリーを再生成

 できます。同じダイアリー内で、異なる多くの地域に基づいて太陽関連イベントを
 計算することも可能です (以下の「情報ページ」を参照)。

宗教に関するデータ
Q++  ではキリスト教の聖人祝日や聖名祝日、ユダヤ教の時刻 (  キャンドルライティ
ングの時刻、安息日の終了時刻)、イスラム教の祈りの時刻など、宗教関連データを
計算したり表示したりできます。

イスラエルやサウジアラビアの専門家の意見に基づいて、時刻の計算方法が設定さ
れています。夜明けと夕暮れに行う祈りの時刻は、確認されているすべての計算方
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法に対応しており、48 度以上の緯度にある地域のために時刻の修正機能もありま
す。

情報ページ
Q++  の機能は、日付が並んだページを単純に生成するだけではありません。ダイア
リーの先頭または末尾に、日付関連のデータを記載した情報ページを自動的に生成

 できます。以下に例として、Q++ Studio で自動的に生成した祝祭日の情報ページを
  示します。
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生成されるレイアウトを指定して、その後数年にわたって完全自動で生成できま
す。

Q++  では、以下に示すような太陽と月のデータテーブルを非常に簡単に設定でき、
その後の数年にわたって処理を完全自動化できます。

キリスト教の聖人祝日、ユダヤ教の時刻、イスラム教の祈りの時刻に対して、同様
のテーブルを生成できます。

データのエクスポートとインポート
Q++ Studio  に含まれるすべてのデータは MS-Excel ファイルにエクスポートできるた

 め、他の部門 (編集、校正などの部門) の同僚たちもデータを扱うことができます。

以下に祝祭日の例を示します。

 言語と翻訳が Excel にエクスポートされています。

 また Q++ で使用するほとんどのデータも、Excel  ファイル (顧客または他の部門から
提供されるファイル) からインポートできます。

Q++  データポンプ  を利用すると、リモートの Q++ ユーザーまたは技術サポートと
の間で、Q++  データ (翻訳、祝祭日、月の満ち欠けなど) をネイティブ形式でイン
ポートまたはエクスポートできます。
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仮の面付け

Q++   スクリプトプレビューモジュールでは、外部面付けパッケージによって、現在
 のダイアリーのページレイアウトと物理セクションの情報が処理中の表示として表

 されます。この折丁/ページ/日付のレイアウトは、MS-Excel 形式でエクスポートで
きます。

 折丁またはセクションを選択すると、そこ (  上記の例では、折丁 8) に属しているす
 べてのページが強調表示されます。ページを選択すると、右側のプレビューカレン

 ダーに、そのページに含まれるすべての日付 (  上記の例では 11  月 6  ～ 9 日) が表示さ
 れます。また各トークンの値、ダイアリーグリッドの可変要素、ミニカレンダーな

  ども表示されます。その時点のダイアリーグリッドまたは情報ページもプレビュー
できます。

 またプレビューモジュールは、生成されるダイアリーの構造を確認する場合にも役
 立ちます。以下の例では、週ダイアリーの各月の最後に月単位のグリッドが挿入さ
 れています (Q++ では非常に簡単にできます)  。プレビューで日付のページを選択す

 ると、そのページに含まれている日付が表示されます。
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選択したページで使用されているコードのリストと、選択したページのコンテキス
トでの翻訳/  変換が表示されます (以下の例を参照)  。これは校正と教育に役立つ優れ
たツールです。

多くの優れた面付けツールが市販されていますが、これらは通常、フィルム出力や
校正刷りに適したツールであり、作業の準備や確認するための機能が複雑な上、時
間の浪費を招き、校正刷り用紙や高価なフィルムが必要になります。したがって、

 現在弊社では、仮の面付けに関する Q++ の機能セットの拡張を検討しており、来年
 の戦略会議で Q++  ユーザーとともに検討する予定です (32 ページ)。

 セキュリティツール

 ダイアリーテンプレート、ダイアリー関連データ、およびスクリプトは、製品ライ
 ンの生命線です。これらを保護するため、Q++ にはデータを常にバックアップし、

 最適な状態を保つための多くの管理モジュールとツールが備わっています。これら
 の管理モジュールは、継続的にまたは夜間にサーバー (33 ページ) 上で実行されま

す。

データベースのバックアップと保守
データベース全体を夜間にバックアップし、予防的保守を自動的に実行するように
設定できます。

24 Q++ Studio - はじめに



これらのバックアップは、パラメータを設定したスケジュールに従って消去できま
す。

 夜間バックアップのミラーコピーは、離れた場所に作成できます。

データの復元
強力で使いやすいバックアップからの復元ウィザードは、必要なときにバックアッ

 プからデータを復元する場合に役立ちます。このウィザードの手順に従って操作を
 行います。
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またこのウィザードにより、復元でのデータの参照整合性が保障され、バックアッ
プ以降にデータベースに加えた構造的な変更が復元されるデータに適用されます。

自動通知
弊社では予防的な技術サポートを方針としており、Q++ 通知モジュールによって夜

 間に電子メールを Q++ 技術サポートに対して自動的に送信しています。この通知に
  は、データベースバックアップや保守の成功または失敗に関する情報、前日に Q++ 

で生成されたエラーまたは警告のログが含まれます。

 リモートデバッグ

技術サポートが簡単に現場へ出向くことができない場合、あらゆるソフトウェアに
 おいて重要とされる問題の 1 つに、エラーに対処するために現場で発生したエラー

 を再現できるかどうかということがあります。

Q++    には、ユーザーエラーが発生したソースコードファイル、機能、および行を
特定し、この情報を技術サポートに自動的に転送する   リモートデバッグテクノロジ

 が内蔵されています。
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こうして、技術サポートは問題の箇所を特定できるため、技術サポートが問題を再
現できない場合でも、電話で問題の詳細を聞きだすために時間を費やたり、想像に
基づいて作業を進める必要はありません。

マニュアルとヘルプ

Q++  は使いやすい直感的なツールであり、非常に多くの機能を備えています。した
  がって、ユーザーマニュアルとオンラインヘルプは、Q++ Studio では非常に重要で

す。

 ユーザーインターフェイス
 ユーザーが最初に接する部分が Q++ の

 インターフェイスです。 Q++ のユー
 ザーインターフェイスには、メニュー 

ショートカット、ツールバー、吹き出
 しヘルプなど、プロフェッショナルソ

フトウェアに期待される最新のユー
  ザーフィードバックツールが備わって

います。

無効な操作や禁止された操作に該当す
るインターフェイスは視覚的に変更さ

 れるため、すぐに認識できます。

マウスをコントロール部分に移動する
と、Q++  メインウィンドウの下部にあ

 るステータスバーにそのコントロール
に関する追加情報が表示されます。 
Q++  のすべてのダイアログボックスに 
[ヘルプ] ボタンがあり、状況に適した

 ヘルプファイルの関連トピックに直接
 リンクされています (28 ページ)。
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バックグラウンドでの検証
 ユーザーがダイアリーで作業しているとき、選択した設定とオプションは常に Q++ 

によって監視されています。Q++   メインウィンドウのメッセージペインには、ユー
 ザーの操作を中断させない形でヒントと警告が表示されます (2 ページ)  。

ユーザーは必要なときにメッセージをクリックして、提示された解決策を選択する
 ことで、各メッセージに対応できます (上記の例を参照)  。当然、各メッセージは状

 況に適した Q++  ヘルプファイルにリンクされています。

 ヘルプファイル
Q++  のヘルプファイル3  には 1,500 を超えるトピックがあり、トピック間の相互参照

 のために 15,000   のハイパーテキストが設定されています。このヘルプファイルは、
Windows  ベースの HTML  形式のヘルプ ファイルであり、Q++ の各要素とヘルプ 

  ファイルの間で状況に適したリンクが設定されています。通常、ダイアログボック
 スの [ヘルプ]  ボタンまたは F1  キーを押すと、適切なヘルプトピックが直接呼び出

  されます。また Q++  では、必要なヘルプトピックを見つけるために、多くのナビ
 ゲーションツールも用意されています。

3 Q++ の機能は絶えず改良されているため、(32 ページ)、新しい機能のマニュアルは、通常、
 各更新の時期に入手可能な改訂版のヘルプファイルに含まれています。
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Q++  のヘルプは WebHelp  形式 (下記参照) でも提供されており、Web ブラウザを使用
 して、インターネット (www.qppstudio.net/webhelp) または会社のイントラネットから

   アクセスできます。ダイアリーグリッドを Macintosh で製作する場合、WebHelp 形
式のヘルプは、このような状況のユーザーでも利用できるため特に役立ちます。

 ヘルプウィザード
 ヘルプファイル内の情報を検索しやすくするために、Q++  にはヘルプウィザードと

いう自然言語  の検索エンジンが備わっています。ユーザーは日常の英語で質問を入
 力することができ、質問に最も近いヘルプトピックが表示されます。

 上記の例でもわかるように、この検索は完全一致やトピックタイトルに限定されま
 せん。上記の検索では、自然言語エンジンによる英語の理解度と類義語を基準に、

各トピックのテキストが検索されています。トピック「Graphical Elements」が最も
適切な検索結果として表示されています。このトピックが検索されたのは、
「abbreviation」に関する段落が含まれていたからです。入力した質問により、
「holidays names」とともに、動詞の「to shorten  」も検索の基準になり、ヘルプ ト
ピックで見つかった名詞の「abbreviation」が類義語と判断されました。
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 オンラインマニュアル
Q++  のマニュアルは PDF  形式のオンライン マニュアルとしても利用できます  
(Macintosh でも表示可能)  。このマニュアルは、本と同じように順番に読み進めるこ

 とができるため Q++  を習得するときに便利です。

1200 ページを超えるこのマニュアルにはハイパーリンクが設定されており、特定の
トピックから別のトピックにジャンプできます。また、表示項目の変更が可能な目

 次、サムネイルによるページプレビュー機能、詳細な索引などがあります。

実装

インストールとトレーニング
あらかじめハードウェア構成が適切に行われている場合、Q++ のインストールとパ

 ラメータ設定は 1  日で完了します (33 ページ)  。各ユーザーの希望に応じて、10 日間
 のオンサイトトレーニングを英語、ドイツ語、スペイン語、フランス語で提供して

 います。 5  ～ 10 日間にわたるインストールとトレーニングは、3 回の訪問に分割で
きます4。

カスタマイズ
 必須ではありませんが、オンサイトでは Q++ のプレゼンテーションを行い、見込み

客向けのさまざまなダイアリーを紹介し、Q++ でも完全には自動化できない状況な
 どを確認できます。これらの活動は確認の上、「インストール前に行う」、「時間

をかけて行う」、「検討しない」に分類されます。

4 出張、宿泊の費用はお客様のご負担とさせていただきます。
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 スタートアップサポート
インストールとトレーニングを実施した後の数週間のうちに、新規ユーザーはダイ

 アリーテンプレートのコーディング、祝祭日のルールとリストの作成などに関する
 スタートアップサポートを追加で受けられます。

製品サポート

Q++ は英語で開発されましたが、技術サポートと製品サポートはユーザーの希望に
応じてフランス語と英語でご利用いただけます。

技術サポート
  技術サポートには、電子メールクライアント (Outlook、Notes、Eudora など) を使用

  してお問い合わせいただけます。また Q++ には、現在のスクリプトに関連するファ
 イルを自動的に添付するように設計された独自の電子メールクライアントが備わっ

ています。

 このソフトウェアにより、問題と関係があるすべてのファイル (  ダイアリーグリッ
 ド、出力ファイル、場合によってはデータテーブルの一部など) が技術サポート宛

てのメッセージに添付されるため、ユーザーがこれらのファイルを探し出す必要は
ありません。

Internet
POP3/SMTP
HTTP/ SMS

Alter Ego
Web Site

GSM

emergencies

notifications
updates
support

Q++ User

Peer-to-peer support
from other Q++ users

Q++ Technical Support Architecture
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Q++ の技術サポートは、以下に示すさまざまなサービスを提供しています。

 Q++  の使用方法。製品マニュアルが充実しているとは言っても、ダイアリーの
出版事業のような周期的なビジネス環境では、お客様がすばやい回答を必要と

 する状況が存在すると認識しています。このような情報は、技術サポートだけ
 ではなく、他の Q++ ユーザーが参加するコミュニティからも入手できます。

   ダイアリーテンプレートのコーディングや要件 (祝祭日、マクロ、SARA、月の
満ち欠けなど) に合わせたデータの作成に関するサポート。

  エラーによって作業できない場合の緊急サポート。このような場合に備えて、
Q++  では Alter Ego  のサポート技術者の携帯電話に自動的に SMS メッセージを
直接送信するオプションを用意しています。

  セキュリティ向上の目的で、夜間のバックアップを弊社の Web サーバーに送信
し、CD-R メディアにリモートでバックアップするオプションを無償で提供して
います。

また、Q++ では同じ目的を達成するのにいくつかの方法がありますが、その中での
最善の方法、または新たに雇用したユーザーのトレーニング方法など、より一般的
なご相談についてもサポートは対応します。

更新プログラム
Q++  とそのコンポーネントの更新プログラム (32 ページ) は、Q++ Web 更新モ

 ジュールまたは Internet Explorer  などのWeb ブラウザを使用して自動的にダウンロー
ドし、インストールすることができます。

Q++  のユーザーには、年間保守契約の一環として Q++ とコンポーネントのすべての
 更新プログラムを取得できる権利が与えられます。これらの更新プログラムは、ほ

 ぼ月 1 回提供されており、以下のようなさまざまなニーズに対応します。

 保守リリース:  新しいバージョンの Windows、QuarkXPress、Internet Explorer と
の互換性を維持します。

 バグの修正と最適化:  ほとんどのバグはユニットテストと最適化という継続的な
プロセスで内部的に発見されます。ユーザーがこれらのバグに気付くことはほと
んどありません。

 変更と新しい機能: ユーザーの要請に応じて行います。
 戦略的開発: Q++ ユーザーは翌年に行うべき製品開発に関する大規模な会合に毎

 年参加しています。たとえば、Unicode  との完全互換性 (14 ページ) の実現と、
 仮の面付け機能 (23 ページ) の充実について検討しています。

 開発過程でのユーザーの参加は、比較的少数のユーザー (50 人未満) が適していま
 す。 Q++ の発展に関する過去の事例を、www.qppstudio.net/webhelp/whatsnew.htm で

参照できます。
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 リモートデバッグ

技術サポートが簡単に現場へ出向くことができない場合、あらゆるソフトウェアに
 おいて重要とされる問題の 1 つに、エラーに対処するために現場で発生したエラー

 を再現できるかどうかということがあります。

Q++    には、ユーザーエラーが発生したソースコードファイル、機能、および行を
特定し、この情報を技術サポートに自動的に転送する   リモートデバッグテクノロジ

 が内蔵されています。

毎年のフォローアップ
保守契約の一環として、Alter Ego  の技術者が、お客様の要望に応じて毎年 2 日間お
客様を訪問いたします5  。この訪問では、電子メールで伝えるほど重要ではない内容

 など (これらは重要ですが)  などを承り、過去 12 か月に実装された新機能を詳細に説
明し、新たに雇用されたユーザーのトレーニングをサポートします。これらのサー
ビスにより、Q++ の最適なご利用をお客様に保障します。

付録

アーキテクチャ
Q++ がインストールされたすべての現場で現在使用されている推奨アーキテクチャ
は、主要な実行ファイル、管理ツール、共有データベース、および共有ダイアリー 

 テンプレートを搭載した 1  台のファイルサーバーです。

5 出張、宿泊の費用はお客様のご負担とさせていただきます。
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100 Base-T LAN

Q++ File Server
Shared Data, Backups,
Utilities, Notifications.

Workstation 1
Windows 2000

Workstation 3
Windows 2000

Workstation 2
Windows 2000

Q++ Users

Internet
POP3/SMTP
HTTP/ SMS

Alter Ego
Web Site

GSMemergencies

updates
support

Peer-to-peer support
from other Q++ Users

User Site

Q++  共有データベースには同時に 3 人のユーザーがアクセスでき6、ユーザーが同時
 にアクセスしない場合、ユーザー数の制限はありません。理想的な環境としては、

 管理ツール (25 ページ)、Web   更新、ディスカッションフォーラム ( ージ) の利点を
最大限に活用するためには、Q++ サーバーとワークステーションを一般的なイン

  ターネットプロトコル (FTP、POP、SMTP、HTTP)  をサポートしている LAN に接続
する必要があります。

必要なハードウェアとソフトウェア構成

 各ユーザーワークステーションの場合
  フランス語版または英語版の Windows 2000 Professional   または Windows XP 

Professional。
 Windows  版 QuarkXPress7 (  バージョン 4、5、6 に対応)。
 Pentium 1GHz (Quark 4)、2GHz (Quark 5)  、または 3GHz (Quark 6)。
 128MB RAM (Quark 4)、256MB RAM (Quark 5)  、または 512MB RAM (Quark 6)。
 1000MB  の空きディスク容量 (7200rpm 推奨)。
 17   インチディスプレイ (19 インチ推奨)  および 1600  万色で 1024x768 (1280x1024 
推奨)  の解像度をサポートするビデオカード。

 100Mbit  のネットワークカード。
  インターネット接続 (128Kbps 以上)。
 WinZip または同種のソフトウェア。
 Fontlab  または同種のフォント管理ソフトウェア (推奨)。
 CD-RW  ドライブ (強く推奨)。

Mac  と PC  用の PostScript フォントを強く推奨しますが、必ずしも必要ではありませ
ん。

  共有ファイルサーバーの場合
  フランス語版または英語版の Windows 2000 Professional   または Windows XP 

Professional。
 Pentium 800MHz。
 128MB RAM。
 2000MB  の空きディスク容量 (7200rpm 推奨)。
 100Mbit  のネットワークカード。

6 MacOS  ユーザーが Q++ データにアクセスするには、Virtual PC  とMacOS 8.6 が必要です。
7 QuarkXPress  のライセンスは Q++Studio には含まれていません。別途入手する必要がありま
す。
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  インターネット接続 (128Kbps 以上)。
 CD-RW  ドライブ (強く推奨)。

  ファイルサーバーには QuarkXPress  をインストールする必要ありません。また 15 イ
 ンチディスプレイで十分です。

その他のオンライン情報とリソース

www.qppstudio.net/qpp-eng.pdf: このマニュアルの英語版の最新バージョン
www.qppstudio.net/qpp-spa.pdf: このマニュアルのスペイン語版の最新バージョン

www.qppstudio.net/qpp-port.pdf: このマニュアルのポルトガル語版の最新バージョン
www.qppstudio.net/qpp-ita.pdf: このマニュアルのイタリア語版の最新バージョン
www.qppstudio.net/qpp-deu.pdf: このマニュアルのドイツ語版の最新バージョン

www.qppstudio.net/worldholidays.htm: Q++  データベースから引用したオンラインペー
 ジで、世界中の 240 の国と自治権を有する地域に関して、その年の法的と公的の祝

祭日および銀行休業日を公開しています。
www.qppstudio.net/freeware.htm: 日の出、日の入り、月の満ち欠け、月の出、月の入

 り、全惑星の出と位置、月と太陽の食、イスラム教の祈りの時刻 (サラート)、ユダ
 ヤ教徒の時刻 (  例えば、安息日、キャンドルライティング) など、さまざまな天体イ

ベントを計算するフリーウェアです。

連絡先情報

Alter Ego Services
3, avenue de la Garenne
44470 Thouaré-sur-Loire
France

電話 (+33)  2.51.13.01.68
GSM (+33)  6.16.07.07.93

EU VAT FR18422153023
Siret 422 153 023 00011
www.qppstudio.net/coord.htm

必要に応じて顧客リストを利用できます。

             © 1995-2007 Alter Ego Services
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